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研究開発実施報告書第４年次をお届けするにあたり、冒頭のご挨拶を申し上げ

ます。本校は、次世代を担う科学技術人材の育成を使命とし、生徒たちが探究的

な学びを通じて創造的思考力、総合的判断力やコミュニケーション能力を培う場

を提供してまいりました。そして、本年度も教職員と生徒が一丸となり、スーパ

ーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の理念に基づいた多彩な取組を展開してま

いりました。 

例えば、情報活用能力の向上については、進化するデジタル社会に対応するた

め、データ分析やプログラミングを学習する学校設定科目を中学校から設け、科

学的データを活用した論理的思考力を高めています。また、科学技術分野におけ

る探究活動をさらに深化させるため、生徒が主体的に課題を設定し、仮説を立て、

検証するプロセスを重視しています。さらに、国際的な視点を持った科学技術人

材の育成を目指し、海外の教育機関との連携を強化してきました。生徒たちは、

オンラインでの国際交流や共同研究を通じて、グローバルな課題に取り組む力を

身に付けたり、海外で英語による研究発表や討論の場に参加したりすることで、

国際社会でのコミュニケーション能力を養っているところです。 

昨年 12 月、文部科学省は次の学習指導要領の改訂に向けた検討を中央教育審

議会に諮問しました。諮問では、教育の柔軟性を高めるとともに、情報活用能力

の育成等が重視されています。これらの方針は、ＳＳＨ校にとっても重要な指針

となり、科学技術教育におけるさらなる発展を促すものです。学習指導要領の改

訂は、知識中心の教育から、探究的な学びを重視する方向にシフトすることを目

的としています。この方針に沿って、ＳＳＨ活動を通じて、生徒たちは科学技術

の本質を理解し、社会問題に対して実践的にアプローチできる能力を身に付けて

います。今後も、このような学びを支えるために、教職員一同は研鑽を重ね、教

育の質を高めていきたいと考えています。 

最後になりましたが、本校の活動は、地域社会や保護者の皆様、そして多くの

連携機関のご支援により支えられています。この場をお借りして、心より感謝申

し上げます。また、本報告書が、ＳＳＨの活動内容や成果を広く共有し、次年度

以降のさらなる発展の糧となることを願っております。 
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〇 本校スーパーサイエンスハイスクール事業図（基礎枠） 
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〇 本校スーパーサイエンスハイスクール事業図（基礎枠） 
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